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平
成
五
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
第
二
百
六

十
七
回
定
例
市
議
会
が
、
三
月
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
の
冒
頭
、
山
内
市
長
が

新
年
度
の
施
政
方
針
演
説
に
立
ち
、
当
面
す
る
課
題
に
前

向
き
の
姿
勢
で
望
む
決
意
を
表
明
。
一
般
会
計
で
は
、
地

域
づ
く
り
関
連
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
当

初
予
算
を
二
・
ハ
％
下
回
る
健
全
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

施政方針を述べる山内市長

施
政
方
針
（
要
旨
）

　

市
長
就
任
以
来
、
日
々
心
を
新

た
に
し
、
大
野
市
の
飛
躍
と
発
展

を
願
い
な
が
ら
満
身
の
努
力
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
成
果
と
し
て
は
、
ま

ず
今
年
四
月
か
ら
開
校
す
る
大
野

高
校
の
移
転
改
築
や
奥
越
ふ
れ
あ

い
公
園
の
一
部
供
用
開
始
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
亀
山
公
園
整
備
や

グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
大
野
整
備
、

ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設
、
真
名

川
憩
い
の
島
整
備
な
ど
、
地
域
づ

く
り
や
ふ
る
さ
と
づ
く
り
関
連
の

大
型
事
業
も
ほ
ぽ
完
了
し
ま
す
。

　

一
方
、
市
の
経
済
活
性
化
と
若

年
労
働
者
の
定
着
を
図
る
た
め
、

工
業
団
地
の
造
成
や
企
業
誘
致
に

全
力
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
長
引
く
経
済
不
況
の

な
か
で
、
企
業
進
出
も
困
難
な
状

況
に
あ
り
、
中
据
工
業
団
地
へ
の

誘
致
を
進
め
て
い
た
企
業
が
進
出

を
断
念
し
た
こ
と
は
大
変
残
念
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
新
た

な
企
業
の
誘
致
に
全
力
を
あ
げ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
や

下
水
道
の
早
期
着
工
、
リ
ゾ
ー
ト

計
画
、
病
院
対
策
な
ど
重
要
課
題

に
つ
い
て
も
、
明
る
い
見
通
し
が

あ
り
、
さ
ら
に
十
分
な
検
討
を
加

え
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
型
事
業
が
一
段
落
し
た
今
、

平
成
五
年
度
は
原
点
に
立
ち
帰
り

総
合
的
な
検
討
を
加
え
る
年
と
位

置
づ
け
、
第
三
次
市
総
合
計
画
の

目
標
達
成
に
向
け
た
プ
ラ
ン
の
具

体
策
を
作
り
上
げ
、
次
年
度
以
降

の
施
策
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
新
年
度
は
、
き
め

細
か
く
ぬ
く
も
り
の
あ
る
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。



一般会計予算は126億7，674万円

大型事業がほぼ完了
前年度比マイナス2．8％

一
般
会
計

歳
入

　

市
税
は
、
地
方
税

法
改
正
や
法
人
市
民

税
で
減
収
要
因
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
個
人
所
得
や
固
定
資
産
税

の
堅
調
な
伸
び
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
、
三
・
八
％
増
の

三
十
六
億
七
千
二
百
九
十
七
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

普
通
交
付
税
は
、
国
の
地
方
財

政
計
画
で
、
前
年
度
比
一
・
六
％

減
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
大

型
事
業
費
補
正
分
か
減
少
す
る
こ

と
か
ら
、
三
・
三
％
減
の
三
十
二

億
一
千
万
円
を
。
特
別
交
付
税
は

五
億
三
千
万
円
を
計
上
し
、
残
余

は
、
年
度
中
に
お
け
る
特
別
な
財

政
需
要
や
調
整
財
源
に
充
て
ま
す
。

　

市
債
は
通
常
債
に
加
え
、
公
共

事
業
等
臨
時
特
例
債
を
見
込
み
、

六
億
三
千
七
百
三
十
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

歳
出

　

経
済
情
勢
が
不
透

明
で
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
歳
出
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
経
常
経
費
を
節
減
し
、
投

資
的
経
費
を
重
点
か
つ
効
率
的
に

配
分
し
ま
し
た
。
と
く
に
経
常
経

費
で
は
、
O
A
機
器
を
整
備
し
て

事
務
の
合
理
化
を
図
り
、
各
施
設

も
効
率
的
な
運
用
に
努
め
ま
す
。

　

大
型
事
業
の
終
了
に
伴
い
、
一

般
会
計
の
建
設
事
業
費
は
、
前
年

度
比
二
七
・
八
％
と
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
単
年
度
事

業
は
、
大
型
事
業
の
減
少
分
を
除

く
と
、
前
年
度
比
一
・
六
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計の内訳

特
別
会
計

国
民
健
康

保
険
事
業

　

歳
出
は
、
一
般

被
保
険
者
数
が
減

少
す
る
も
の
の
、
療
養
給
付
費
で

五
・
六
％
、
老
人
保
健
医
療
拠
出

金
で
二
五
・
三
％
と
昨
年
よ
り
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
体

で
は
、
二
十
三
億
七
千
三
百
六
十

六
万
円
で
、
前
年
度
比
八
・
二
％

の
増
と
な
り
ま
す
0

老
人

保
健

　

予
算
総
額
は
、
前

年
度
比
一
六
・
六
％

増
の
三
十
億
六
千
八
百
四
十
八
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
の

負
担
は
、
支
払
基
金
七
〇
％
・
国

二
〇
％
・
県
と
市
一
〇
％
で
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
一
億

五
千
七
百
二
十
六
万
円
で
す
。

簡
易
水
道

事
業

　

こ
の
会
計
は
、

八
ヵ
所
の
簡
易
水

道
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
五
年
度
は
、
二
地
区
で
配

水
管
布
設
工
事
行
う
た
め
、
前
年

度
費
七
・
一
％
増
の
五
千
五
百
九

十
九
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
業
集
落

排
水
事
業

　

新
年
度
は
、
前

年
度
比
一
七
・
八

％
減
の
四
億
七
千
四
百
三
十
二
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
会

計
は
、
農
村
部
に
お
け
る
下
水
道

事
業
の
建
設
費
と
維
持
管
理
費
で

運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
年
度
は
、

新
た
に
土
庄
第
二
処
理
区
の
設
計

委
託
業
務
が
加
わ
り
ま
す
。

企
業
会
計

水
道

事
業

　

こ
の
会
計
は
、

地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
し
て
お
り
、
収
益
的
勘
定

と
資
本
的
勘
定
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
前
者
は
既
設
の
上
水
道
布

設
地
域
に
、
水
道
水
を
安
定
供
給

す
る
維
持
管
理
費
で
、
前
年
度
比

一
●
六
％
減
の
一
億
三
千
二
百
三

十
九
万
円
。
資
本
的
勘
定
は
、
工

事
量
が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
、

前
年
度
比
五
二
・
六
％
減
の
七
千

八
百
三
ト
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

呻位万円：％）

会社名 平成5年度 平成4年度 対前年度増減率

一般会計 126億7，674 130億4．665 △2．8

特別

会
計

国民健康保険 23億7，366 21億9，294 8．2

老人保険 30億6，848 26億3，104 16．6

筒易水道 5，599 5，230 7．1

農業集落排水 4億7，432 5億7，669 △17．8

企業会計（水道） 2億1．076 2億9，997 △29．7

合計 188億5，995 187億9．959 0．3



活力ある産業づくりのために

農林水産業

…農用地有効利用モデル集落整備事

　

業補助‥‥‥‥‥‥‥3，606万円

　

殺物乾燥調製施設（下黒谷農業生

　

産組合）

●中山間地域営農条件整備事業補助

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3，757万円

　

水稲，特産作物栽培推進用大型機

　

械整備（5生産組合）

★担い手農家育成確保事業補助‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265万円

　

規模拡大農家への助成金

★水田景観うるおいの里作り事業補

　

助‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥500万円

　

畦畔にグラウンドカバーを植栽

★公社営畜産基地建設事業補助‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4，591万円

　

飼料収穫機械整備，草地造成

●特用林産産地化形成総合対策事業

　

補助‥‥‥‥‥‥‥‥6，086万円

　

パーク炭製品加工・保管施設（森

　

林組合）シイタケ・ナメコ生産

　

出荷施設（奥越菌茸生産組合）

★特用林産むらづくり事業補助‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1，002万円

　

特用林産物の生産出荷施設

★林業地域総合整備事業‥‥‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥1億

　

林道整備（3線）と環境施設整備

　　

（2地区）

★内水面総合振興事業‥4，000万円

　

河川広場・人工河川・遊漁施設（南

　

六呂師）

商工…観光・労働

★六間大通りシンボルロード照明施

　

設設置事業補助‥‥‥‥200万円

　

街路樹にイルミネーション設置

★湯の谷温泉施設整備推進事業‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥247万円

　

基本計画作成

●越前おおの歴史の路整備事業‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥1億

　

石畳舗装，小型石燈龍設置（石灯

　

龍通り）

●地元企業就職奨励金交付事業‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4，050万円

　

若年労働者の確保とUターン促進

●大野市シルバー人材センター事業

　

補助‥‥‥‥‥‥‥‥2，380万円
七間通り石畳舗装

（★新規事業）

心の豊かな人づくりのために

学校教育
★小学校教育用コンピューター整備

　

事業‥‥‥‥‥‥‥‥1，260万円

　

児童のパソコン機器の基礎知識と

　

操作方法の理解を図る

●富田小学校大規模改造事業‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3，549万円

　

外部改修工事

★開成中学校大規模改造事業‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8，297万円

　

屋土防水，外部全面改修

●小・中学校給食用燃料‥850万円

　

父母の負担軽減のため全額市負担

★私立幼稚園就園奨励費補助‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥602万円

　

助成対象枠を現行の年収245万円

　

以下から573万円以下に拡大

生涯学習・スポーツ

…ふるさと学習推進事業‥100万円

　

ふるさとかるた「自然編」作成

…図書館図書整備事業‥1，000万円

●真名川憩いの島整備事業‥‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9，450万円

　

軽スポーツ広場，管理棟

★市民グラウンド整備事業‥‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1，500万円

　

暗きよ排水，整地

★奥越ふれあい公園維持管理用備品

　

整備事業‥‥‥‥‥‥1，170万円

　

軽トラック・トラクター・ブラッ

　

ジンク・吸水ローラ・草刈機ほか

文化・交流

★童謡の会5周年記念事業補助‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥100万円

★武家屋敷（内山家）管理運営事業

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥939万円

★外国人研修生受け入れ事業補助‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥255万円

　

中国人研修生21人

★ふれあい会館建設事業‥‥‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2，250万円

　

口吉区に市立集会所建設
コンピュ¬ダヤり更穎｜

レぶれ鳶tでダ公齢



しあわせな暮らしづくりのために

原憑軸覗面弱

環境衛生

★土水道第2期拡張事業‥‥‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4，333万円

　

中野町・国時町地係

★公共下水道事業認可のための諸調

　

査事業‥‥‥‥‥‥‥4，390万円

　

終末処理場候補地の環境・評価調

　

査，管敷設に伴う地下水調査

●農業集落排水事業‥‥‥‥‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥44意4，316万円

★廃棄物資源化処分委託事業‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥288万円

　

不燃性粗大廃棄物の処分委託

福祉・保健

★住みよい福祉のまちづくり推進事

　

業‥‥‥‥‥‥‥‥‥1，552万円

　

点字図書整備、リフトタクシー購

　

入補助、公共施設の車いす設置

★お年寄り在宅サービスセンター事

　

業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥491万円

　

介護の相談およびサービス紹介の

　

ための窓口設置

★老人・重度身障者訪問入浴サービ

　

ス事業‥‥‥‥‥‥‥1，522万円

　

訪問入浴サービス委託（和光園）

…児童遊具整備事業補助‥760万円

　

遊具の新設、補修

●重度心身障害児（者）医療費無料

　

化対策事業‥‥‥‥‥5，747万円

　

老人医療の一部負担金を新規に助成

●健康づくり推進事業‥‥866万円

　

名水マラソン、薬の健康教育、保

　

健推進貝活動

（★新規事業）

子孫に誇れる郷土づくりのために

水資源

★井戸設置状況調査事業‥‥95万円

　

井戸設置・打ち直し状況調査

●水資源対策事業‥‥‥1，030万円

　

水田湛水補償金、啓発事業

道路・交通
★都市計画図修正事業・・1，330万円

　

骨格測量、都市計画図全面修正

★大野市景観づくり基本計画策定推

　

進事業‥‥‥‥‥‥‥‥400万円

　

景観づくり策定委員会を設置

★道路台帳基本図修正事業‥‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3，400万円

●地方特定道路整備事業‥‥‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1，600万円

　

上中野西線

★歩道用除雪車整備事業‥201万円

消防・防災

★消防用車両整備事業‥‥‥‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1イ意334万円

　

消防はしご車（24に級）

★婦人消防隊育成事業‥‥266万円

　

全国婦人消防操法大会出場（七板

　

地区婦人消防隊）

★防犯灯電気料助成事業‥400万円

公衆街路灯電気料の3割助成

穏珈弧召9

（★新規事業）

市民参画の地域経営の推進のために

★印鑑登録事務オンライン化事業‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥869万円

★財務会計・人事管理システム導入

　

事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥756万円

★地番図・家屋図作成委託事業‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4，490万円

　

航空写真撮影で作成

★北信越市長会総会開催事業‥‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1，120万円

★ふるさと市町村圏基金造成事業‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥1イ意9，577万円

　

利子運用による広域的ソフト事業

　

の実施（大野・勝山地区広域行政

　

事務組合へ出資）

…市政テレビ広報番組放映事業‥‥

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥996万円

　　

「こんにちは大野」「ワイド市民

　

だより」

★市制40周年記念版市勢要覧作成事

　

業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥700万円

★衆議院議員総選挙費・・1，340万円



自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

　

工
場
進
出
を
断
念

関
連
業
界
か
不
振
・
低
迷

　

市
が
三
年
前
か
ら
誘
致
を
進
め

て
い
た
、
愛
知
県
の
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
が
中
据
工
業
団
地
へ
の

進
出
を
断
念
し
ま
し
た
。

　

三
月
八
日
、
株
式
会
社
丹
羽
鉄

工
所
の
丹
羽
良
治
社
長
が
来
庁
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
経
済
不
振
と
、

こ
れ
に
伴
う
自
動
車
関
連
業
界
の

低
迷
に
よ
り
、
工
場
進
出
は
で
き

な
い
こ
と
を
意
思
表
示
し
ま
し
た
。

市
は
、
そ
の
実
状
に
つ
い
て
さ
ら

に
詳
し
く
説
明
を
求
め
ま
し
た
が
、

現
在
の
情
勢
で
は
や
む
を
得
な
い

と
判
断
。
企
業
側
の
意
向
を
了
承

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
山
内
市
長
は
、

三
月
十
日
の
市
議
会
で
、
企
業
が

進
出
を
断
念
し
た
こ
と
を
す
み
や

か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
企
業
誘
致
に
全
力
を
あ
げ
る
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

中
据
工
業
団
地
は
、
平
成
二
年

か
ら
市
土
地
開
発
公
社
が
約
三
訟

に
及
ぶ
用
地
の
確
保
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
平
成
三
年
十
一
月
に
は
、

造
成
工
事
も
完
了
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
に
、
一
部
の
市
民
団
体
か

ら
は
、
地
下
水
が
汚
染
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
し
て
、
行
政
訴
訟
や
民

事
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
三
月
五
日
、
土
地
売
り

渡
し
差
し
止
め
を
求
め
た
民
事
訴

訟
お
よ
び
市
に
対
す
る
買
収
費
返

還
と
土
地
売
り
渡
し
差
し
止
め
を

求
め
た
行
政
訴
訟
が
結
審
。
福
井

地
方
裁
判
所
は
、
両
訴
訟
と
も
全

面
棄
却
の
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
期
間

中
に
同
社
は
、
大
野
市
へ
進
出
す

る
好
機
を
逸
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
工
業
団
地
造
成
後
に
始
ま
っ

た
バ
ブ
ル
崩
壊
の
波
は
、
予
想
以

上
に
日
本
経
済
を
混
迷
に
追
い
込

む
こ
と
に
な
り
、
自
動
車
関
連
業

界
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
の

で
す
。

市
内
外
を
問
わ
ず

意
欲
あ
る
企
業
の
誘
致
を

　

若
者
が
定
着
す
る
市
づ
く
り
を

推
進
す
る
う
え
で
、
企
業
を
誘
致

す
る
こ
と
は
、
大
野
市
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

　

中
据
工
業
団
地
は
、
国
道
一
五

七
号
と
広
域
農
道
に
隣
接
す
る
立

地
条
件
の
恵
ま
れ
た
場
所
で
す
。

市
は
引
き
続
き
、
環
境
保
全
対
策

に
留
意
し
な
が
ら
、
新
た
な
優
良

企
業
の
早
期
活
用
に
向
け
て
全
力

を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、
各
方
面
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
あ
り
、
意
欲
の
あ
る
企
業

で
あ
れ
ば
、
市
内
外
を
問
わ
ず
工

業
団
地
へ
の
進
出
に
応
ず
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

進出が待たれる中据工業団地

議
長
に
幅
口
登
氏

　

副
議
長
は
木
下
境
氏

　

三
月
十
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例

市
議
会
で
、
幅
口
登
氏
（
6
4
歳
・

上
打
波
）
が
第
二
十
六
代
議
長
に
、

ま
た
副
議
長
に
は
木
下
境
氏
（
6
8

歳
・
陽
明
町
2
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

幅
口
氏
は
、
昭
和
五
十
四
年
に

市
議
初
当
選
し
、
現
在
四
期
目
。

木
下
氏
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
市

議
初
当
選
し
、
現
在
三
期
目
。

議長

幅口登氏

副議長

木下境氏

松
田
氏
が
市
監
査
委
員
に

　

三
月
二
十
四
日
の
市
議
会
本
会

議
で
、
松
田
庄
二
氏
（
6
3
歳
・
森

目
）
が
市
監
査
委
貝
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

市監査委員
松田庄二氏

教 育 民 生 建 設 産 業 経 済 総 務
常
任
委
員
会

O
宇
野
政
市
郎

O
常
見
悦
郎
　

坂
本
千
秋
　

野
田
幾
久
代
　

田
原
哲
也
　

金
森
幸
蔵

○
佐
々
木
一
夫

O
牧
野
幸
太
郎
　

藤
田
護
　

松
田
庄
二
　

平
間
源
治
　

山
本
武

○
畑
中
章
男

O
村
西
利
栄
　

天
谷
光
治
　

雨
塚
忠
夫
　

松
井
治
男
　

西
川
文
人

○
竹
内
安
汪

O
林
順
一
　

木
下
境
　

砂
子
三
郎
　

幅
口
登
　

栄
正
夫

議
員
運
営
委
員
会

○
砂
子
三
郎

O
金
森
幸
蔵



エキサイティング

スポーツ

情X報

第29回越前大野名水マラソン

日月23日午前10時スタ’－ト

申込締切は4月20日

　
　

「
水
と
緑
の
奥
越
路
を
走
ろ
う
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
第
二

十
九
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す

　

市
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
た
こ
の
大
会
に
は
、
県
内

外
か
ら
も
多
数
の
ラ
ン
ナ
ー
が
訪

れ
、
年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
招
待
選
手
は
、
昨
年
に
続
き

ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
の
山
田

敬
蔵
さ
ん
（
6
6
歳
）
で
す
。

　

私
た
ち
市
民
も
、
多
数
参
加
し

て
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

実
施
要
項

日
時
5
月
2
3
日
⑥
（
雨
天
決
行
）

　

受
付
＝
午
前
8
時
～
8
時
5
0
分

　
　

（
有
終
会
館
）
開
会
式
＝
9
時

　

2
0
分
ス
タ
ー
ト
＝
午
前
1
0
時

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ー
ス
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

　
　

（
略
図
参
照
）

種
目
【
2
キ
ロ
】
一
般
男
子
3
0

　

歳
代
…
一
般
女
子
3
9
歳
以
下

　

一
般
男
女
4
0
歳
代
・
一
般
男
女

　

5
0
歳
以
上
・
小
学
親
子
（
1
年

　

～
4
年
）
・
小
学
男
女
（
5
年

　

以
上
）
【
3
キ
ロ
】
中
学
生
男

　

女
【
5
キ
ロ
】
一
般
男
子
2
9
歳

　

以
下
・
一
般
男
子
3
0
歳
代
・
一

　

般
男
子
4
0
歳
以
上
・
一
般
女
子

　
　

【
1
0
キ
ロ
】
一
般
男
女
「
2
0
キ

　

ロ
」
一
般
男
女

参
加
資
格
小
学
生
以
上
の
健
康

　

な
人
（
小
・
中
学
生
は
保
護
者

　

の
同
意
が
必
要
）
。
年
齢
は
大

　

会
当
日
を
起
算
日
と
し
、
一
人

　

一
種
目
（
親
子
の
部
は
除
く
）

参
加
費
親
子
の
部
＝
1
0
0
0

　

円
、
小
・
中
学
生
＝
3
0
0
円

　

高
校
生
＝
5
0
0
円
、
一
般
＝

　

1
0
0
0
円

申
込
締
切
4
月
2
0
日
⑧
（
郵
送

は
4
月
2
1
日
④
必
着
）

表
彰
1
～
6
位
に
賞
状
と
ト
ロ

　

フ
ィ
ー
（
親
子
の
部
と
小
・
中

　

学
生
の
部
は
1
～
1
0
位
）

申
込
方
法
申
込
書
に
参
加
費
を

　

添
え
て
（
郵
送
の
場
合
は
現
金

　

書
留
ま
た
は
小
為
替
で
）

申
込
・
問
合
せ
先
第
2
9
回
越
前

　

大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

　
　

（
〒
9
1
2
大
野
市
天
神
町
1
－
1

　

市
教
育
委
員
会
体
育
課
豊
0
7

　

7
n
7
・
6
6
…
1
1
1
1
内
線
L
O

　

3
1
）
ま
で

＊
参
加
者
全
員
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
・

　

参
加
賞
を
配
布
。
制
限
時
間
内

　

で
完
走
証
を
交
付
し
ま
す
。

・
真
名
川
憩
い
の
島

　
　

利
用
申
込
受
付
中

　

野
球
場
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

サ
ッ
カ
ー
場
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広

場
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
真
名
川
憩

い
の
島
で
は
現
在
、
利
用
申
込
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
場
（
芝
コ
ー
ト
）
は
、

梅
雨
明
け
ま
で
芝
養
生
の
た
め
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
後
も
ふ
だ

ん
の
練
習
な
ど
に
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
は
、
市
教
育
委
員
会
体
育

課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

コース略図
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二iレステロ二¬ルユ

多
く
な
る
と
成
人
病
の
引
き
金
に

市
の
健
康
審
査
で
も
増
加
傾
向
が

　

肉
食
な
ど
を
中
心
と
す
る
欧
米
型
食
生
活
の
浸
透
と
と

も
に
、
日
本
人
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
、
大
幅
に
上
昇

し
て
い
ま
す
。
成
人
病
の
誘
因
と
な
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
、
悪
い
面
ば
か
り
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
重
要
な
役

割
も
持
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
健
康
審
査
で
、
適
正
な

範
囲
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
五
年
二
月
に
、
厚
生
省
が

ま
と
め
た
「
第
四
次
循
環
器
疾
患

基
礎
調
査
の
概
要
」
に
よ
る
と
、

日
本
人
は
十
年
前
に
比
べ
て
、
高

血
圧
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
反
面
、
動
脈
硬
化

の
原
因
と
な
る
高
脂
血
症
の
指
標

と
な
る
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は

大
幅
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
肉
食
類
な
ど
欧
米
型

の
食
生
活
が
普
及
し
た
こ
と
や
、

運
動
不
足
な
ど
が
影
響
し
て
い
る

た
め
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

注
意
が
必
要
な
人

　

受
診
者
の
一
三
・
七
％

　

市
が
実
施
し
て
い
る
成
人
病
健

康
診
査
で
も
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
高
い
人
は
、
平
成
三
年
度
で

受
診
者
全
体
の
一
一
・
一
％
三

百
八
十
三
人
）
で
し
た
。
平
成
四

年
度
で
は
、
一
三
・
七
％
（
四
百

六
十
二
人
）
と
増
え
て
い
ま
す
。

　

厚
生
省
の
デ
ー
タ
で
は
、
血
中

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
串

が
高
い
の
は
、
男
性
が
四
十
代
で

女
性
は
六
十
代
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。

値
が
高
い
と
い
わ
れ
た
ら

　

健
康
診
査
な
ど
で
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
が
高
い
と
い
わ
れ
た
ら

動
脈
硬
化
症
や
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候

群
、
甲
状
腺
機
能
低
下
、
痛
風
、

糖
尿
病
な
ど
が
な
い
か
。
ま
た
、

過
食
傾
向
で
肥
満
に
な
っ
て
い
な

い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い

　

原
因
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
適
度
な
運
動
を
す
る

②
禁
煙
を
す
る

③
適
量
の
飲
酒
を
心
が
け
る

④
動
物
性
の
脂
身
は
避
け
る

健
康
診
査
で
適
正
な
範
囲

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
脂
肪
の
一

種
で
す
が
、
血
液
中
で
は
た
ん
ぱ

く
質
と
結
び
つ
い
て
流
れ
て
い
ま

す
。
ホ
ル
モ
ン
や
細
胞
膜
の
材
料

と
な
っ
た
り
、
脂
肪
の
消
化
や
吸

収
に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
悪
い
面
ば
か
り
を
注
目
し
て
い

ま
す
が
、
重
要
な
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。
血
液
中
の
値
が
、
表
の

よ
う
な
正
し
い
範
囲
に
維
持
で
き

る
よ
う
に
、
定
期
的
な
健
康
診
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

市
の
各
種
健
康
診
査
が
、
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

名診検 料
数

手

診検本基 円0
0

Q
J

んが肺 円01
0んた喀 円0

0
4んが胃 円0
0

｛
b

ん
が

宮子 円0
0
4んが乳 円01

0
ん
が

腸
大

円0
0

り
ａ

◆総コレステロール（単位mg／dl）

　

正常150～199（150～219）

　

要注意200～239（220～259）

　

要医療240以上（260以上）

＊50歳以上の女性は（）の数値

◆LDLコレステロール

正常50～150

要注意150以上

◆HDLコレステロール

正常40～80

要注意40未満

皆さんの儡鮪づくり．を衝則Ijj，会えす刈



暮
ら
し
の

「
ア
μ
が
寸
ス

消費生活相談昨年は37件

男性梱談者が増加

　

若者に多い資格商法

　

市
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
市
生
活
環
境
課
内
）
が
、

昨
年
一
年
間
に
受
け
た
消
費
生
活
相
談
は
三
十
七
件
で
し

た
。
相
談
者
は
、
年
齢
別
で
は
五
十
歳
代
が
、
性
別
で
見

る
と
男
性
の
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
で
は

訪
問
販
売
や
特
殊
販
売
に
関
す
る
も
の
が
依
然
と
し
て
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
一
年
問
の
消
費
者
相
談
の

特
徴
は
、
男
性
の
相
談
が
約
三
倍

に
も
増
え
た
こ
と
で
す
。
特
に
目

立
っ
た
の
は
、
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
資
格
商
法
で
す
。
同
じ

内
容
の
事
例
が
三
件
あ
り
ま
し
た

そ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
電
気
主
任
技
術
者
の

資
格
講
座
の
案
内
が
郵
便
で

届
い
た
。
そ
の
後
、
職
場
に

も
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
。

　

「
あ
な
た
は
、
O
X
高
校
出

身
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
八

人
の
う
ち
の
一
人
な
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
講
座
を
受
け
る
よ

う
に
」
と
再
三
言
わ
れ
た
。

あ
ま
り
の
し
つ
こ
さ
に
と
う

と
う
受
講
の
返
事
を
し
て
し

ま
っ
た
。
後
で
取
り
消
そ
う

と
思
っ
て
電
話
を
し
た
ら
。

　

「
電
話
で
の
返
事
で
も
、
断

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
言

わ
れ
、
逆
に
お
金
（
十
二
万

五
千
円
）
を
早
く
振
り
込
む

よ
う
に
催
促
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
例
の
場
合
、
業
者
あ
て

に
内
容
証
明
郵
便
で
「
申
し
込
む

意
志
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
通
知
し

た
と
こ
ろ
、
電
話
が
か
か
ら
な
く

な
り
終
結
し
ま
し
た
。

は
つ
き
り
断
ら
な
い
と

　
　
　

業
者
の
ベ
ー
ス
に

　

資
格
商
法
に
よ
る
業
者
の
手
口

は
、
「
こ
の
講
座
を
受
講
す
れ
ば
必

ず
資
格
が
と
れ
、
さ
ら
に
難
度
の

高
い
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
工
の

資
格
が
簡
単
に
と
れ
る
」
と
い
っ

た
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
が
特
徴
で
す
。

ほ
と
ん
ど
が
電
話
に
よ
る
勧
誘
で
、

二
十
分
近
く
一
方
的
に
話
し
か
け
、

強
引
に
返
事
を
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

職
場
へ
の
突
然
の
電
話
で
戸
惑
っ

て
い
る
う
ち
に
、
あ
い
ま
い
な
返

事
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
相
づ
ち

の
「
は
い
」
が
契
約
成
立
の
「
は

い
」
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

必
要
が
な
い
と
き
は
、
は
っ
き

り
と
断
る
勇
気
を
も
っ
て
く
だ
さ

い
。
た
と
え
興
味
が
あ
っ
て
も
、

業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
せ
ず
、

ど
ん
な
業
者
か
、
信
頼
で
き
る
内

容
か
を
十
分
調
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

困
っ
た
ら
早
め
に

　

消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
宣
伝
と
実
際

の
内
容
が
ま
っ
た
く
違
う
と
い
っ

た
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
の
相
談
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
を
ね

ら
っ
た
催
眠
商
法
相
も
、
変
わ
ら

ず
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
、
こ
れ
ら
の
悪
質
商
法

に
ひ
っ
か
か
っ
た
場
合
は
、
く
よ

く
よ
考
え
ず
に
、
消
費
者
相
談
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

早
め
に
対
処
し
な
い
と
、
手
遅
れ

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。



■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

どの団子がいいかな

ぐるーぷ登場
マウンテン・バイク・クラブ

　

「ダイダード」

県
内
の
オ
フ
ロ
ー
ド
を
ツ
ー
リ
ン
グ

　

マ
ウ
ン
テ
ン
ー
バ
イ
ク
（
M
T

B
）
は
、
ゆ
る
や
か
な
山
道
を
走

行
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
自
転

車
で
す
。
最
近
は
、
自
動
車
の
屋

根
に
乗
せ
て
林
道
や
河
原
、
海
岸

に
向
か
う
姿
も
見
か
け
ま
す
。

　

昨
年
七
月
、
県
体
の
自
転
車
競

技
選
手
の
松
谷
茂
樹
さ
ん
（
右
近

次
郎
）
や
金
森
守
さ
ん
（
中
野
）

ら
が
、
愛
好
者
に
呼
び
か
け
て
M

T
B
ク
ラ
ブ
「
ダ
イ
ダ
ー
ド
」
を

結
成
。
名
称
の
由
来
は
、
映
画

　

「
ダ
イ
ハ
ー
ド
」
と
「
ダ
ー
ト
」

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。
メ
ン
バ
ー

の
一
人
、
大
野
高
校
英
語
指
導
助

手
キ
ャ
メ
ロ
ン
ー
ス
イ
ッ
ツ
ァ
ー

さ
ん
（
カ
ナ
ダ
）
が
、
提
案
し
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
会
員
は
十
二
人
い
ま
す

が
、
女
性
も
四
人
加
入
し
て
い
ま

す
。
会
費
は
、
保
険
料
込
み
で
年

間
二
千
円
。
月
末
に
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
翌
月
の
行
事
内
容
を

話
し
合
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、

何
と
言
っ
て
も
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す

が
、
県
内
外
の
レ
ー
ス
に
も
出
場

し
ま
す
。

　

発
起
人
の
一
人
で
も
あ
る
松
谷

さ
ん
は
「
大
野
市
内
で
も

マ
ウ
ン
テ
ン
ー
バ
イ
ク
の

愛
好
者
が
増
え
て
い
る
ん

で
す
。
み
ん
な
で
山
道
を

ツ
ー
リ
ン
グ
す
る
楽
し
さ

を
教
え
て
あ
げ
た
い
で
す

ね
。
一
日
中
乗
り
回
し
て

帰
っ
て
く
る
と
疲
れ
ま
す

が
、
気
分
は
そ
う
快
で
す

よ
」
と
仲
間
作
り
に
意
欲

的
で
し
た
。

　

マ
ウ
ン
テ
ン
ー
バ
イ
ク

は
、
七
万
円
以
上
し
ま
す

が
、
太
い
タ
イ
ヤ
や
特
殊

な
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
オ

フ
ロ
ー
ド
用
の
機
能
を
備

え
て
お
り
、
道
路
の
段
差

や
坂
道
走
行
に
最
適
。
無

公
害
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
も
高
く
、

軽
く
て
持
ち
運
び
も
便
利
な
た
め
、

人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ウ
ン
テ
ン
ー
バ
イ
ク
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
松
谷
茂
樹
さ
ん
ま

で
連
絡
（
豊
6
6
・
0
6
8
3
）
し

て
く
だ
さ
い
。

病
院
事
務
か
ら

　
　
　

看
護
婦
に
転
身

　

今
年
の
三
月
、
家
族
や
職
場

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

大
野
准
看
護
学
院
を
無
事
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

看
護
婦
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
経
済
的
な
余

裕
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

高
校
卒
業
後
は
、
市
内
の
病
院

事
務
に
就
き
ま
し
た
。
日
が
経
つ

に
つ
れ
て
、
看
護
婦
に
な
り
た
い

気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
こ
ろ
、
婦

長
さ
ん
か
ら
大
野
准
看
護
学
院
が

あ
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
私
は
、

そ
の
日
を
き
っ
か
け
に
看
護
婦
を

め
ざ
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

二
年
間
の
学
院
生
活
は
、
け
っ

し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
二
年
目
か
ら
始
ま
っ
た

病
院
実
習
は
、
慣
れ
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
辛
い
経
験
で
し
た
。
で
も

仲
間
同
志
、
励
ま
し
合
っ
て
が
ん

ば
り
ま
し
た
。
一
番
楽
し
か
っ
た

の
は
、
や
は
り
飛
騨
高
山
へ
行
っ

た
修
学
旅
行
で
し
た
。

　

卒
業
式
の
後
に
開
か
れ
た
謝
恩

会
で
は
、
院
長
さ
ん
や
先
生
か
ら

祝
福
を
受
け
、
感
激
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
職
場
で
も
、
「
お
め
で

と
う
」
「
よ
か
っ
た
ね
」
と
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
准
看
護
婦
に
な
っ

た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
で

し
た
。

　

病
院
の
ご
好
意
に

よ
り
、
高
等
看
護
学

校
に
も
行
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
一

日
も
早
く
、
職
場
の

先
輩
の
よ
う
な
看
護

婦
に
な
り
、
患
者
さ

ん
の
期
待
に
こ
た
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

大畠美和

　

（21歳・木落）



地
元
出
身
の
医
師
を
市
民
病
院
に

　

私
は
、
市
長
が
市

民
病
院
建
設
を
取
り

や
め
る
こ
と
を
新
聞

で
み
て
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
、
大
野
高
校
出
身
の

公
立
大
学
医
学
部
卒
業
の
医
者
が

何
人
も
誕
生
す
る
と
思
い
ま
す
。

市
民
病
院
を
建
設
し
て
、
彼
ら
を

迎
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
い
ろ
い
ろ
な
医
者
が
い
ま
す

が
、
は
や
く
病
院
を
作
っ
て
、
名

医
の
い
る
大
野
市
を
県
下
に
と
ど

ろ
か
せ
れ
ば
、
福
井
か
ら
も
大
野

へ
来
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

福
井
の
病
院
へ
行
っ
て
み
れ
ば

大
野
市
民
の
入
院
や
通
院
が
多
い

の
に
誰
も
が
気
付
き
ま
す
。
ぜ
ひ

市
民
に
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
（
匿
名
希
望
）

　

総
合
病
院
の
建
設

は
、
大
野
市
民
の
悲

願
で
あ
り
、
市
も
早

く
か
ら
そ
の
対
応
に
全
力
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
協
議
会
で
は
長
年
に

わ
た
り
、
市
民
病
院
建
設
に
向
け

て
論
議
し
て
き
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
、
大
野
市
の
財
政
規
模
で
は

経
営
が
困
難
な
た
め
、
良
心
的
で

高
度
医
療
の
可
能
な
公
的
病
院
の

誘
致
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
最
有
力
視

さ
れ
て
い
ま
し
た
済
生
会
病
院
の

誘
致
は
、
昨
今
の
経
済
情
勢
の
悪

化
や
看
護
婦
不
足
な
ど
、
厳
し
い

医
療
環
境
に
よ
り
、
実
現
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
、
県
の
医
療
計
画
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
、
奥
越
地
域
の

医
療
体
制
の
確
立
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
野
出
身
の
医
者
が
各
方
面
で

活
躍
さ
れ
、
大
野
高
校
か
ら
も
医

学
部
に
進
む
生
徒
も
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
が
、
奥
越
の
充

実
し
た
体
制
で
、
地
域
医
療
に
従

事
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
願
っ

て
も
な
い
こ
と
で
す
。

　

市
は
、
奥
越
医
療
圏
の
中
核
と

な
る
総
合
病
院
の
実
現
に
向
け
て

関
係
機
関
と
協
議
を
続
け
て
い
ま

す
。
今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
保
健
衛
生
課
長
土
橋
喜
代
志
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
普
及
さ
せ
た

山
田
喜
久
三
之
（
謳
●
晋
a
）

　

最
近
、
市
内
の
体
育
館
な
ど
で
、

楽
し
そ
う
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
し

て
い
る
光
景
を
よ
く
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
二
年
、
六
十
三
年
に

市
体
育
指
導
員
の
山
田
さ
ん
が
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
講
習
会
を
開
い

た
の
が
、
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
指

導
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
続
い

た
そ
う
で
す
。

　

今
年
の
二
月
二
十
八
日
に
は
、

初
め
て
の
大
会
が
開
か
れ
、
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
十
五
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
大
会
関
係
者
も
う
れ

し
い
悲
鳴
。
地
域
の
婦
人
ク
ル
ー

プ
や
保
育
所
・
保
護
者
チ
ー
ム
が

和
や
か
に
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

大
会
を
成
功
さ
せ
た
山
田
さ
ん

は
、
「
こ
ん
な
に
集
ま
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
う
れ
し
い
で

す
ね
。
今
は
大
野
独
自
の
ル
ー
ル

で
す
し
、
将
来
は
統
一
し
た
も
の

に
し
、
審
判
も
養
成
し
て
い
か
な

い
と
」
と
次
の
課
題
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
八
月
に
は
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
で
、
上
志
比
・
勝
山
・
和
泉
・

大
野
の
選
抜
チ
ー
ム
に
よ
る
大
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に
は
、
一
般
の

バ
レ
ー
選
手
は
出
場
で
き
な
い
制

限
が
あ
り
、
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
の

弾
み
加
減
に
も
人
気
の
秘
密
が
あ

る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
、
輪
が
広
が
り
そ
う
で
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
岳
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
亀
山
さ
く
ら
ま
つ
り

　
　
　

3
日
～
1
1
日

　

恒
例
の
亀
山
さ
く
ら
ま
つ
り
が

今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
が
集
中
す
る
4
月
1
0
日

に
は
、
金
沢
駅
主
催
「
奥
越
花
見

列
車
の
旅
」
の
一
行
2
5
0
人
が

訪
れ
ま
す
。

　

行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
4
月
1
0
日
①
午
前
1
1
1
1
1
時

　

～
午
後
8
時

会
場
亀
山
公
園
山
頂

▼
お
茶
会
午
前
1
1
1
1
－
t
時
～
午
後
3

　

時
（
茶
席
券
1
0
0
円
）

▼
大
正
琴
午
前
1
－
I
時
～
午
後
2

　

時
（
3
回
演
奏
）

▼
お
楽
し
み
抽
選
会
午
前
H
時

　

～
午
後
3
時
（
チ
ラ
シ
持
参
）

▼
お
楽
し
み
子
供
ラ
ン
ド
午
前

　

‥
1
1
1
1
時
～
午
後
3
時

▼
花
見
売
店
（
そ
ば
・
で
ん
が
く
）

　

午
前
1
1
1
1
時
～
午
後
8
時

▼
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
午
後

　

1
時
よ
り

▼
そ
ば
早
食
い
競
争
午
後
1
時

　

3
0
分
～
2
時
3
0
分

▼
モ
デ
ル
撮
影
会
午
前
1
0
時
3
0

　

分
～
午
後
3
時

▼
花
の
苗
木
無
償
配
布
午
前
い
1
1

　

時
～
午
後
8
時

▼
カ
ラ
オ
ケ
コ
ー
ナ
ー
午
後
6

　

時
～
午
後
8
時



ロシアの英国人科学者
自然保護のPRに来市

2月23日、ロシアから英国人科学者の

ジェニファー・サットンさんが、山内

市長を表敬訪問しました。大野市の水

環境について懇談した後、土庄小学校

を訪問。バイカル湖の自然破壊の現状

を子供たちに説明したり、パルプ用材

を節約するため、1年草の植物を使っ

た紙すき実演したりして、自然保護の

大切さを訴えました。

●

生涯学習推進大会
関心もつ市民らが参加

　　

「生涯現役で生きるために」をテー

マに3月13日、第13回市生涯学習推進

大会が市民会館で開かれました。大会

では、功績のあった個人や団体を表彰

した後、スライドによる「知られざる

ふるさと大野の紹介」の上映や講演会

が行われました。会場には、生涯学習

を実践している市民ら322人が参加し、

熱心に耳を傾けていました。

就
職
奨
励
金
交
付
、
3
年
間
で
2
9
1
－
人

　

平
成
2
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
元
企
業
就
職
奨
励
金
制
度
の
対
象
者
は
、

こ
れ
ま
で
3
年
間
で
、
2
9
1
人
（
う
ち
U
タ
ー
ン
者
7
9
人
）
に
達
し
ま
し
た
。

3
月
5
日
、
有
終
会
館
で
は
最
終
年
度
最
後
の
交
付
式
が
開
か
れ
、
5
1
人
が
出

席
。
市
で
は
、
若
者
の
地
元
企
業
定
着
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
も
こ
の
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

無病息災と豊作を祈願

木本稲荷神社で団子まき

　

木
本
地
区
に
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

「
初
午
の
団
子
ま
き
」
が
3
月
2
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
木
本
5
地
区
か

ら
持
ち
寄
っ
た
団
子
は
、
カ
ラ
フ
ル

で
形
も
さ
ま
ざ
ま
。
1
年
間
の
無
病

息
災
と
豊
作
を
祈
願
し
た
後
、
工
事

用
の
足
場
や
屋
根
か
ら
I
斉
に
ま
か

れ
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
か
さ
を
ひ

ろ
げ
て
団
子
を
拾
う
珍
プ
レ
ー
も
見

ら
れ
、
集
ま
っ
た
人
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

も
、
重
た
そ
う
で
し
た
。

大野出身の画家

絵画大作2点を寄贈

　

大
野
出
身
の
画
家
、
阿
部
隆
行
さ

ん
（
’
皿
歳
・
浦
和
市
）
が
こ
の
ほ
ど
、

絵
画
2
点
を
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
油
絵
の
人
物
画
で
百
号

　

（
百
六
十
二
惣
×
百
三
十
惣
）
の
大

作
。
阿
部
さ
ん
は
、
有
終
中
学
卒
業

ま
で
の
四
年
間
、
大
野
市
に
在
住
し

た
後
、
画
家
を
め
ざ
し
て
上
京
さ
れ

ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
絵
は
市
役
所

中
会
議
室
と
市
民
会
館
応
接
室
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

1HR5il；，＾



包弓（恥包湯

児童センター4館合同で

　

おもしろ大運動会

　

3月14H、市内にある児童センター

4館の母親クラブが、合同で大運動会

を開催しました。イj‘終会館多目的ホー

ルには、児斑や母親ら約200人が参集。

種口は、各館の母親クラブから選出さ

れた実行委Uが企画しました。ユニー

クな競技に、出場者は悪戦苦闘。会場

いっぱいに笑い声が響く和やかな運動

会でした。

エキサイト広場で

トレーニング機器の講習会

　

エキサイト広場には、15種類のトレー

ニング用マシンが備えられています。

3月14日、これらのマシンを使ったト

レーニング講習会が開催され、一般利

用者や指導者らが熱心に受講しました。

マシンは誰でも利用できますが、正し

く使わないと腰などを痛めることがあ

るそうです。係貝の注意事項を守って

ご利用ください。

む
つ
み
園
に
「
あ
か
ね
寮
」
完
成

　

精
薄
者
更
生
施
設
む
つ
み
園
の
増
築
工
事
が
終
了
。
3
月
1
9
日
、
山
内
市
長

ら
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席
し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
増
築
さ
れ
た
「
あ
か

ね
寮
」
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
部
2
階
建
て
。
1
階
は
、
入
所
者
の

居
室
、
浴
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
室
が
、
2
階
に
は
地
域
交
流
ホ
ー
ル
が
設

け
ら
、
地
域
と
の
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

子ども創作教室

　

タコづくりに挑戦

　

3
月
1
4
日
、
市
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
主
催
の
子
ど
も
創
作
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
、
今
年

も
タ
コ
づ
く
り
に
挑
戦
。
3
0
人
余
り

の
小
学
生
ら
が
、
ク
レ
ヨ
ン
や
ポ
ス

タ
ー
カ
ラ
ー
で
絵
を
描
き
ま
し
た
0

組
み
立
て
は
、
先
生
に
手
ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
慎
重
に
進
め
、
3
時
間

ほ
ど
で
完
成
。
3
月
2
1
‐
に
開
か
れ

る
六
呂
師
の
た
こ
あ
げ
揚
げ
大
会
が

待
ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。

元池田高校の蔦監督

　

勝負哲学を市民に

　

徳
島
県
池
川
高
校
の
元
野
球
監
督

蔦
文
也
さ
ん
が
来
市
。
3
月
1
8
‐
、

市
農
協
会
館
で
開
か
れ
た
経
営
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
で
、
「
攻
め
だ
る
ま
の

教
育
論
」
と
題
し
て
講
演
。
4
0
年
に

お
よ
ぶ
高
校
野
球
で
培
っ
た
勝
負
哲

学
や
人
づ
く
り
哲
学
を
披
露
し
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
大
勢
の
市
民
が
訪

れ
ま
し
た
が
、
市
民
ら
に
混
じ
っ
て
、

市
内
の
高
校
野
球
部
貝
の
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

4月

・
諸
証
明
の
手
数
料

　
　
　
　

4
月
か
ら
改
定

　

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市

民
課
の
窓
口
で
取
り
扱
う
手
数
料

が
、
4
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
票
の
交
付
や
印
鑑
証
明
、

税
証
明
、
各
種
閲
覧
手
数
料
な
ど

戸
籍
関
係
以
外
の
手
数
料
は
、
こ

れ
ま
で
の
2
0
0
円
か
ら
3
0
0

円
に
引
き
土
げ
ら
れ
ま
す
。

・
国
際
交
流
事
業
に

　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

青
年
や
女
性
に
、
自
立
と
成
長

の
機
会
を
と
、
次
の
と
お
り
国
際

交
流
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
負
担
金
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　
　

【
国
際
青
年
の
船
】

期
間
7
月
3
1
日
①
～
8
月
1
2
口

　

④
1
3
日
間

訪
問
国
ロ
シ
ア
ー
ウ
ズ
ベ
キ
ス

　

タ
ン
ー
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ー
ド
イ

　

ツ
ー
デ
ン
マ
ー
ク

募
集
人
員
一
般
団
員
（
1
8
～
3
0

　

歳
）
7
1
人
、
指
導
者
（
3
1
～
4
0

　

歳
）
5
人

負
担
金
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
2
2
万

　

9
千
円
～
3
7
万
円

　
　

【
国
際
婦
人
の
船
】

期
間
7
月
3
1
日
①
～
8
月
1
2
日

　

④
1
3
‐
間

訪
問
国
ロ
シ
ア
ー
ド
イ
ツ

募
集
人
員
2
7
人
（
3
1
～
6
0
歳
）

負
担
金
3
3
万
円

　
　

【
近
畿
青
年
洋
上
大
学
】

期
間
8
月
7
日
①
～
8
月
1
9
日

　

④
1
3
日
間

訪
問
国
中
国
・
韓
国

募
集
人
員
学
生
・
一
般
（
2
0
～

　

3
0
歳
）
3
0
人
、
リ
ー
ダ
ー
（
3
1

　

～
4
0
歳
）
2
人

負
担
金
学
生
・
一
般
＝
1
6
万
円
、

　

リ
ー
ダ
ー
＝
9
万
円

募
集
期
限
4
月
2
7
‐
④

選
考
5
月
2
2
日
①
に
県
立
青
少

　

年
セ
ン
タ
ー
で
、
書
類
…
作
文

　

審
査
、
筆
記
試
験
、
面
接

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
社
会
教
育
課
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
5
4
2
）
ま
た
は
県

　

庁
県
民
生
活
部
青
少
年
女
性
課

　
　

（
豊
0
7
7
″
｀
U
・
2
1
・
1
1
1

　

I
）
ま
で

・
標
準
地
な
ど
の
地
価

　

市
役
所
で
見
ら
れ
ま
す

　

県
内
の
標
準
地
や
基
準
地
の
地

価
、
標
準
地
が
接
す
る
道
路
の
種

類
・
道
幅
、
周
辺
の
土
地
利
用
状

況
な
ど
を
記
載
し
た
書
面
は
、
市

役
所
に
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

関
係
書
面
は
、
誰
で
も
簡
単
に

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
企
画

開
発
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線

4
3
2
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
0

…
労
働
保
険
料
の
申
告
や

　
　
　
　

納
付
は
早
め
に

　

雇
用
保
険
や
労
災
保
険
な
ど
、

労
働
保
険
の
申
告
…
納
付
期
間
は
、

4
月
I
ロ
④
か
ら
5
月
1
7
日
⑥
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
の

方
は
、
平
成
4
年
度
の
確
定
保
険

料
と
平
成
5
年
度
の
概
算
保
険
料

を
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
5
年
4
月
1
日
か

ら
は
、
労
働
保
険
の
雇
用
保
険
料

率
が
、
千
分
の
I
引
き
下
げ
に
な

り
ま
す
。

　

巾
告
書
の
記
入
や
納
付
方
法
に

つ
い
て
の
相
談
は
、
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
4
月
2
0
日
と
2
4
‐
午
前
9

　

時
3
0
分
～
午
後
4
時

会
場
大
野
有
終
会
館

…
行
楽
弁
当
の
料
理
教
室

日
時
4
月
2
3
日
2
午
前
9
時

　

3
0
分
～
1
2
時

会
場
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー

内
容
家
族
連
れ
で
の
行
楽
弁
当

　

や
毎
日
の
弁
当
の
料
理
法

定
員
先
着
2
4
人

受
講
料
1
0
0
0
円

締
切
4
月
2
0
日
④

申
込
方
法
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

ま
で
電
話
（
6
5
・
6
8
4
0
）

　

ま
た
は
直
接

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
趣
味
や

技
術
を
生
か
し
た
女
性
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
養
成
し
て
い

ま
す
。
四
月
か
ら
新
た
に
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
を
始
め
ま
す
。

日
時
第
1
・
2
・
3
水
曜
日

　

午
後
一
時
3
0
分
よ
り

会
場
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

会
費
5
0
0
円

申
込
先
市
教
育
委
員
会
社
会
教

　

育
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

5
4
1
）
ま
で

交通
安全

ぴ

新
入
学
児
童
の
安
全

い
つ
し
よ
に
歩
い
て
指
導

　

昨
年
の
四
月
、
新
入
学
児
童

四
人
が
交
通
事
故
に
遭
い
ま
し

た
。
飛
び
出
し
で
二
人
、
信
号

無
視
と
交
差
点
横
断
中
の
安
全

不
確
認
で
一
人
ず
つ
と
、
い
ず

れ
も
児
童
が
誘
因
し
て
い
ま
す

　

学
校
に
通
う
よ
う
に
な
る
と

一
人
で
行
動
す
る
機
会
が
増
え

ま
す
。
安
全
な
行
動
が
と
れ
な

い
児
童
は
、
と
て
も
危
険
で
す
。

ま
ず
は
「
飛
び
出
し
」
を
防
止

し
て
く
だ
さ
い
。
言
う
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
子
供
と
歩
き
な

が
ら
、
危
険
な
場
所
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
安
全
な
道
路
の
横
断

を
指
示
し
ま
す
。
ど
こ
で
止
ま

り
、
ど
の
信
号
を
見
る
か
。
左

右
の
安
全
確
認
や
手
を
あ
げ
る

こ
と
を
、
で
き
れ
ば
何
回
も
繰

り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

　

愛
児
を
事
故
で
失
っ
た
親
の

口
か
ら
は
、
「
ま
さ
か
う
ち
の

子
が
。
交
通
事
故
は
他
人
ご
と

だ
と
…
…
」
と
い
う
悔
や
み
き

れ
な
い
こ
と
ば
を
聞
か
さ
れ
ま

す
。
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
た

ち
を
痛
ま
し
い
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
実
践
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。



●INFORMAT10N

・
土
地
の
取
引
は

　
　
　

市
に
届
出
が
必
要

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

す
る
場
合
は
、
契
約
の
六
週
間
前

ま
で
に
、
知
事
あ
て
の
「
土
地
売

買
等
届
出
書
」
を
、
そ
の
土
地
の

所
在
す
る
市
町
村
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
定
面
積
と
は
、
①
市
街
化
区

域
＝
二
千
平
方
む
以
上
、
②
前
記

以
外
の
都
市
計
画
区
域
＝
五
千
平

方
び
以
上
、
③
そ
の
他
＝
一
万
平

方
m
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
地
取
引
の
価
格
が
著
し
く
高

い
と
き
や
利
用
目
的
が
適
正
で
な

い
場
合
は
、
知
事
が
取
引
の
中
止

や
変
更
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
0

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
企
画
開
発

課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
3

1
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
第
4
5
回
婦
人
週
間

　

労
働
省
で
は
、
わ
が
国
の
女
性

が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
四

月
ト
日
を
記
念
し
て
、
こ
の
日
か

ら
一
週
間
を
「
婦
人
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

婦
人
の
地
位
向
上
の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
は
、
男
女
が
性
に
と
ら

わ
れ
ず
、
各
人
の
個
性
を
発
揮
し

な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社

会
を
創
造
す
る
こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
社
会
の
実
現
は
、
女
性
だ
け

で
な
く
男
性
も
と
も
に
努
力
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

第
四
十
五
回
婦
人
週
間
は
、
こ

う
し
た
考
え
の
も
と
に
、
次
の
よ

う
な
テ
ー
マ
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
性
に
と
ら
わ
れ
ず
い

　

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
時
代
を
築

　

こ
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
生
き
方

　

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
男
も
女
も

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

春
期
教
養
講
座
生
募
集

　

《
生
田
流
・
琴
》

日
時
6
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
の

　

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

　
　

（
p
一
回
開
催
）

定
員
先
着
1
0
人

持
参
品
特
に
な
し

　

《
ジ
ャ
ズ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
》

日
時
4
月
2
3
日
か
ら
毎
週
金
曜

　

日
の
午
後
8
時
～
9
時

　
　

（
1
0
回
開
催
）

定
員
先
着
2
0
人

持
参
品
運
動
の
で
き
る
服
装

　

《
着
付
教
室
》

日
時
4
月
2
3
日
か
ら
毎
週
金
曜

　

日
の
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

　
　

（
1
0
回
開
催
）

定
員
先
着
1
0
人

準
備
物
一
重
の
和
服
類
一
式

　
　

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
勤
労
青

　

少
年
ホ
ー
ム
（
下
庄
公
民
館
併

　

設
容
6
5
・
7
2
2
1
）
へ
電

　

話
ま
た
は
直
接

・
障
害
年
金
の
受
給

　

障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
る
方
は

六
十
五
歳
ま
で
の
障
害
者
か
、
二

十
歳
以
前
か
ら
障
害
者
と
な
ら
れ

た
方
で
す
。

　

す
で
に
、
老
齢
年
金
や
退
職
共

済
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
障

害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し

て
も
、
両
方
の
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

年
金
の
障
害
の
程
度
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
一
致
し

ま
せ
ん
。
別
に
定
め
た
等
級
の
1

級
か
2
級
に
該
当
し
た
と
き
に
、

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
前
期
技
能
検
定

　
　
　
　
　
　

（
国
家
試
験
）

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
々
の
技

能
や
知
識
を
、
一
定
の
基
準
で
検

定
し
、
公
証
す
る
国
家
試
験
で
す
。

受
験
資
格
原
則
と
し
て
、
実
務

　

経
験
が
必
要
。
職
種
に
よ
っ
て

　

は
免
除
も

検
定
区
分
I
・
2
級
お
よ
び
単

　

一
等
級

手
数
料
実
技
試
験
1
万
3
8
0

　

0
円
以
内
、
学
科
試
験
2
6
0

　

0
円
以
内

申
込
期
限
4
月
1
6
日
②
ま
で

問
合
せ
先
県
職
業
能
力
開
発
協

　

会
（
酋
0
7
7
6
・
2
7
・
6
3

　

6
0
）
ま
で

・
交
通
安
全

　
　
　

テ
レ
ホ
ン
ク
ィ
ズ

　

大
野
交
通
安
全
協
会
と
大
野
地

区
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
で
は
、

N
T
T
大
野
支
店
の
協
賛
で
「
交

通
安
全
テ
レ
ホ
ン
ク
イ
ズ
」
を
実

施
し
ま
す
。
正
解
者
に
は
、
抽
選

で
交
通
安
全
お
払
い
済
み
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

　

6
5
・
8
8
8
8
（
有
料
）

期
間
4
月
6
口
⑧
～
2
6
日
⑨

＊
電
話
を
か
け
る
と
交
通
安
全
の

　

呼
び
か
け
と
ク
イ
ズ
の
問
題
が

　

聞
け
ま
す
。

注意1

亀
山
の
サ
イ
レ
ン

　

2
回
鳴
ら
し
ま
す

　

4
月
8
日
囚
は
、
大
野
市
の

大
火
記
念
日
で
す
。
大
野
地
区

消
防
本
部
で
は
、
こ
の
日
を
記

念
し
て
春
季
消
防
総
合
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
午
前
9
時
の
訓

練
開
始
と
と
も
に
、
亀
山
の
サ

イ
レ
ン
を
2
回
鳴
ら
し
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
。

「スポーツ保険」に加入しましよう

　

市教育委員会では、スポーツや

社会教育活動中に起きた、傷害事

故や賠償責任などを補償する「ス

ポーツ安全保険」への加入を奨励

しています。対象は、スポーツ・

文化・社会奉仕活動などを行う5

人以上の団体やグループで、掛け

金や補償額は表のとおりです。

問合せ先市教育委員会体育課ま

　

たは各公民館へ

対象団体 掛金 死亡 入院 通院 補償額 共済見舞金

I

種

A

中学生以下の

グループ

成人の文化●

社会奉仕活動

　円

400

　万円

2000

　　円

4000

　　円

1500

対人　

1人1億円　

1事故　　

5億円

対物　

500万円

突然死　

100万円

B 老人クラブ団体 600 500 1800 1000

C 成人のスポーツ 1300 2000 4000 1500
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公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス

　

街
の
中
を
通
っ
て
い
て
、
ふ
と
用
事
を
思

い
つ
い
た
と
き
に
利
用
す
る
の
が
、
公
衆
電

話
で
す
。
店
先
に
あ
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
刑
～
と

ボ
ッ
ク
ス
や
が
あ
り
、
受
話
器
は
青
・
黄
・

赤
そ
し
て
緑
色
に
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

最
近
は
、
硬
貨
と
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
両
方

が
使
用
で
き
る
も
の
が
一
般
的
の
よ
う
で
す
。

　

市
内
に
は
、
約
七
十
ヵ
所
に
電
話
ボ
ッ
ク

ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
三
ト
カ
所
の

ボ
ッ
ク
ス
に
は
、
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る

虹
の
画
家
・
愛
嘔
（
A
Y
I
O
）
の
作
品
が

飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
電
話
ボ
ッ
ク

ス
や
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
絵
画
を
展
示
し

楽
し
さ
を
追
求
す
る
「
B
O
X
（
街
角
）
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
作
る
会
」
の
企
画
に
よ
る
も
の
で

す
。
賞
外
に
絵
を
展
示
す
れ
ば
、
直
射
目
光

に
よ
っ
て
変
色
し
ま
す
。
A
Y
I
O
の
絵
は
。

一
色
ご
と
に
乾
か
す
た
め
、
時
間
を
か
け
て

仕
上
げ
て
あ
り
、
変
色
し
に
く
い
こ
と
か
ら

選
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
国
際
電
話
は
N
T
T
前
・
六
問
バ

ス
停
留
所
・
J
R
・
レ
ス
ト
ラ
ン
竹
の
四
力

所
に
、
身
障
者
用
の
電
話
は
、
市
役
所
前
と

リ
ブ
レ
の
二
ヵ
所
に
あ
り
ま
す
。
将
来
は
も
っ

と
数
を
増
や
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
有
終

公
園
に
は
、
丸
太
小
屋
風
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス

　

「
て
れ
丸
く
ん
」
も
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　

だ
れ
も
が
使
う
電
話
ボ
ッ
ク
ス
も
、
ご
み

や
落
書
き
で
泣
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、

貼
紙
厳
禁
や
禁
煙
の
シ
ー
ル
も
張
ら
れ
ま
し

た
。
公
衆
電
話
は
、
多
く
の
市
民
が
使
う
も

の
で
す
。
絵
画
が
飾
ら
れ
て
い
る
電
話
ボ
ッ

ク
ス
は
、
他
市
で
は
見
ら
れ
な
い
親
し
み
の

あ
る
存
在
で
す
。
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
、
い
つ
も
気
持
ち
の
よ
い
空
間
に
し
た
い

も
の
で
す
。

市民のうごき

3月1日現在 前月比

世帯数 11，291世帯 ＋3世帯

41．913人 一10人

人目 男 20，038人 ＋3人

女 21，875人 ー7人

1月中の異動
転入 27人 出生 32人

転出 32人 死亡 37人

市内の交通事故状況（年皿からの計）

件数内訳
平成5年　

2月末

平成4年　

2月末
増減

総件数 85件 91件 －6件

人
身

事
故

件数 15件 19件 一4件

死者 0人 1人 一1人

傷者 17人 25人 －8人

物損事故 70件 72件 一2件

表
紙
の
こ
と
ば

　

3
月
9
日
、
大
野
准
看
護
学

院
で
卒
業
式
が
開
か
れ
、
4
人

が
巣
立
ち
ま
し
た
。
2
年
間
の

学
業
生
活
で
の
思
い
出
が
、
仰

げ
ば
尊
し
と
と
も
に
涙
と
な
っ

て
あ
ふ
れ
出
ま
し
た
。
看
護
婦

不
足
が
深
刻
な
現
在
、
4
人
に

は
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　

大
野
高
校
の
新
校
舎
が
完
成

し
、
今
月
か
ら
開
校
。
移
転
跡

地
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
で
て
い
ま
す
。
市
の
シ

ン
ボ
ル
亀
山
の
ふ
も
と
だ
け
に

意
見
調
整
は
至
難
と
い
え
ま
す
。

今
、
大
野
市
に
何
か
必
要
な
の

か
を
じ
っ
く
り
考
え
、
何
か
一

つ
に
絞
っ
た
夢
の
あ
る
利
用
方

法
を
見
い
た
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
冬
は
、
大
方
の
予

想
に
反
し
て
雪
が
少
な

く
、
あ
り
か
た
い
冬
で

あ
っ
た
。
は
や
春
も
た

け
な
わ
、
桜
や
山
野
の

草
木
の
花
が
咲
き
乱
れ

る
季
節
。
野
鳥
も
快
活
に
飛
び
回
り
、
さ
え
ず

り
の
声
も
オ
ク
タ
ー
ブ
が
上
が
る
。
近
く
の
お

宮
の
森
で
鳴
く
、
里
ウ
グ
イ
ス
の
声
を
聞
く
と

心
の
底
ま
で
そ
う
快
に
な
る
▼
毎
年
、
こ
の
時

季
に
な
る
と
切
に
思
う
こ
と
は
、
大
野
を
「
花

の
名
所
」
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
福
井
市

内
を
横
切
っ
て
流
れ
る
、
足
羽
川
の
桜
並
木
は

見
事
で
あ
る
。
越
前
海
岸
の
ス
イ
セ
ン
、
鯖
江

の
西
山
公
園
の
ツ
ツ
ジ
、
大
安
寺
や
北
潟
湖
の

花
シ
ョ
ウ
ブ
、
足
羽
山
の
ア
ジ
サ
イ
な
ど
は
、

花
を
愛
で
る
人
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
▼
大

野
に
も
「
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
」
「
見
事
な
咲

き
っ
ぷ
り
で
す
よ
」
と
、
四
季
折
々
に
自
慢
で

き
る
花
の
名
所
が
欲
し
い
。
亀
山
公
園
の
桜
が

満
開
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
何
か
物
足
り
な
い
。

こ
の
こ
ろ
は
、
花
を
観
光
の
目
玉
に
し
て
い
る

市
町
村
も
少
な
く
な
い
▼
そ
こ
で
一
つ
の
提
案
。

市
内
の
神
社
や
寺
院
は
、
率
先
し
て
花
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
シ
ョ
ウ

ブ
の
寺
や
ア
ジ
サ
イ
の
宮
、
ハ
ギ
の
寺
モ
ミ
ジ

の
宮
と
い
う
よ
う
に
。
こ
れ
ぞ
と
思
う
一
つ
の

花
や
木
に
丹
精
を
込
め
て
、
名
所
に
ま
で
育
て

て
欲
し
い
？
境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
。

い
か
に
も
心
が
和
む
雰
囲
気
が
そ
こ
に
あ
る
と

す
れ
ば
、
申
し
分
の
な
い
名
所
で
あ
る
花
の
咲

く
草
木
を
育
て
る
に
は
、
息
の
長
い
努
力
が
必

要
で
あ
る
。
市
も
観
光
と
い
う
一
面
か
ら
、
花

の
夕
‥
所
づ
く
り
に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
と
思
う
。
（
A
）

発
行
福
井
県
大
野
市
…
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
）


	19930401_001
	page1

	19930401_002
	page1

	19930401_003
	page1

	19930401_004
	page1

	19930401_005
	page1

	19930401_006
	page1

	19930401_007
	page1

	19930401_008
	page1


